
阿蘇奮火口原に於ける地電位分布

理事士南葉 5R 利

1. 緒 言

筆者は昭和十一年一月阿蘇奮火fJ原に於て地電位傾皮の分布賦態を測定しずこ。最近野満

博士は温泉率的見地から皆え日原に於ける地弱線研究納められずこ:本間博士等の阿蘇中

央火口丘群地質構造に閲する慨報が附;:かくて阿蘇火山構造線も漸棚かになって米つ

a ある。依て前記測定の結果冷再検討して是等の諸研究と比較して入ることとしfこν

2.測定値

地電位{頃度測定万法は既に報告しニものと全く同様である、但し電傾距離は二百米とし

に。方伎の決定は地上の遠}J目標与を利用し仁Q 一方向に於ける地電位{頃度を測定し経緯儀

に依って之と直角の方向そ求めこの方向の傾度を測定し，此雨者の合成値を以てその観測

黒占に於ける地電枕傾度の値を定めずこ。

}長大なる此阿蘇祷火口原に於て気象傑件の均等であるやうとの考慮から短時日の聞に測

定の終了するやう努力しずこυ 傾斜地は前報告の様に常然低所より高所に向ふ地電位がある

から之な避けねばならぬし，地表傑件が成IlI一様な平坦I也でしかも 200米の基線を取りう

る観測貼をカルデラ内に均等に分布せしめることはかなり困難であった。結局十六鮎とな

った。外輪山での観測思liが遠見鼻(No.13)丈になってゐるのが淋し~ .。

測定値は別表並に固に示した。闘には太矢印で地電位傾度の方向と大きを示し，その貼で

の等電位面を添へて与をいた。抵抗は最低1.1XI0九才一ム (No.5)，段高5.7X10:1才一ム(No.3)， 

卒均3.2X1O~オーム (200米に就てである)となってゐるつ地電位傾度は長低 6.4 milli volts 

per 100 meters (No. 5)，最高 233.0rn. ¥'./100 rn (Nn. 3)，乍均 33.2m. ¥''/100 mとなって

既報の山腹{頃科地電休業の貰測値とあまり掛離れに値で、はなし、。

3. 結果の整理，其のー

( 1) 野満隆治:一地球物理拳上より見たる阿蘇火~LI，第十四回日本隼術協曾年合特JlIJ講演，

阿蘇の中央火丘群及び温泉の分布と現火山活動勢力源の潜在位置に就て，本誌、本放第臼頁

(2) 本間不二男，迎三千簿:ー阿蘇中央口丘群地質構造織報，火IJIDcc. 1¥)3内

(3) 南葉宗利:京大理製部紀要 A.第14巻頁。
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今測定し得た十六箇の値丈で完全に結論づける事は危険でもあり容易でもなk、c 然し此

分布がi言j踊出来るものとして蕎火口原の現肢が幾分でも消化出来るならば望外の牧獲と云

はねばならぬ。

阿蘇蓄火口原地電位分布測定値表

1936 Observation Potcntial Gradicnts Reoistances 

Jan. Points in 111. v./100 m. Ohms pcr 2001l1. 

:'¥0.1 18.6 4.9 X 10' 

'1 2 8.4 2.0 

'1 3 233.0 5.7 

'1 4 9.9 3.8 

'1 5 6.4 1.1 

。 6 13.8 5.3 

7 23.1 3.4 

'1 8 19.6 5.7 

9 21.3 1.9 

10 141.0 1.6 

'1 11 6.8 1.8 

'1 12 200 1ι 

'1 13 37.2 6.1 

'1 14 24.0 1，9 

'1 15 19.0 22 

No.16 29.0 3.1 X 10' 

Mean. 33.2 3.2X 10' 

さて最初に小野博士が試みられた如く H地下断層線附~に於て地電位は異常分布を示すH

と云ふ事与を踊にをいて結果ぞ讃始めると突の如き所調弱線そ象ける事が出来ゃう。

(1) 根子岳，高岳，中岳の並ぶ線。此は地質事者の一致して認、める所謂束西構造線で

ある。

(4) 小野澄之助:一 地電位異常分布と地下断居等，第卜四回目:本拳術協舎報告。
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地電位分布貧測岡

(2) 揖尾撤，鷲ナ峰，丸山の抜ぶ線。

之l為満教捜や本間博士の提唱する締で・ある。

(3) 中岳現火口!群，丸111，高森町の並ぶ線。

(4) 往斜F生主槻撤， 杵島撤， 千里ク液， 御逝u山lの並ぶ所謂砕南削iは4北ヒ凸j形巨閥量弱雪滋搬車線泉L矧砕市iに延長しナkこ線線
‘ 

(5) ~I中'岳，杵島掛，往生撤， J上:米塚，米J塚家，蛇の尾lリ山JJ，車蹄I湘阻泉，二重峠の1並t

(6) 本坂1ぞ旨遁つて北見東tに向ぷふ、線。

(7) 湯山泊泉と蓮見鼻との聞を通る略点西の綿c

(5) 野満隆治;本間不二男:前向 (6 ) 本間不二男:1初出
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辰後の(6)(7)はー睦のものとみて本塚，湯山地泉の並ぶ線とみるのが至蛍かも知れなh・0

さすれば先きの(3)とも注鏑して野満教授の所謂東北最外端放射線に該賞する。

以上は地質皐者の認めてゐる地弱線に略一致するものであるが圃版に鎖線でた凡の位置

を示して於し、すこ。

然るにす:野火[:J瀬と烏ilJfl[-岳j;e結ぶ略東西の所謂 Grけsscrlineと稽せられる部分には地

電位分布に異常在認められない 尤も立野火口瀬かじro同じr教投の主唱する裂谷であると

の見解に決定的断案を fしてゐる地質撃者はゐない様である。〉外輪山中最も低し、のは二重

峠とこの立野火口瀬とである 二重峠に就ては松本教授が束西向の Graben型断屠と想像

しであるが，〉地電位分布もそれに都合がよいゃうである。之に反 L.):野火口湖に就ては

Grosserの見解以外には Crabenと主張する材料がなし、。吾人の有する地電位分布tこ闘す

る限りでは浸蝕谷であるかも知れぬと云ふ見解ぞ支持するゃうである。外輪山での値は蓮

見鼻(No・13)ークしかないので確カ、らしい事は云ひ得ないのであるが，No.12と No.13 

との聞の異常でも幾分採用することが出来るとするとー断層の存在ケ示してゐるとも云~

るであらう。更に大けさな言ひ方ヰとするなら As6V oIcanic Sin1，の一部の現はれであると

云ひ得るなら此上もない幸である。しかし今の場合筆者は本塚湯の山の並ぶ弱線沿示す異

常であるとして Volcanic Sinkに関係した現はれとする見ケを差ひかへ7こし、のである。

4. 結果の整理，其のニ

きて見方な大局に碑じて阿蘇奮火口原全曜の地電位分布を綿括的に観察すると中本矢印

で示すやうな傾向の配列を認めることが出来ゃう。菖火口原が地表候件の均等な水卒面で‘

あるときにか様な地電位の分布ぞ示すなら奇人は地下に Conductive l¥Ll出の作(Ui"想像

することが出来る 今はかかる軍純な場合ではないが，やはり地下に Conducti¥'cmassの

存在を認、めねばか様な分布在了解し得ない。而して Magmareservoir が麓火口原の北西

偏の地下にイ{-{i:すると見るのが最も合理的であると思はオLるのである。かミる讃カーなする

と火口原北西部に於ける二大に掲け7二慌な，種々な地表特異現象が意味づけられ得るのであ

る。

(1) 中岳活火口群の存在すること。

(7 )伊木常誠:ー震報第三十三波

(8) 松本唯一:一大阿蘇之新研究
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(2) 地獄泊泉，垂玉温泉，雀地獄，湯の谷温泉，岩下地獄，本塚j旺泉，内牧温泉，湯

の山温泉，折戸温泉，車蹄祖泉，栃木温泉等の存在すること。

(3) 的石から内牧附近に亙る外輪山内壁の LandSlipは他の部分では見られねご

(4) 外輪山中最低部である二重峠の Graben及び立野火口瀬が存在すること。

(5) 杵島岳往生岳系の火口丘群は最も新しいものと見られてゐること。

5.結び

以上記述した所は小載の観測勤と誤差もかなり存在し得べき材料ぞ娘嫁としての極めて

大腸なる所論ではある。にもかミわらす此地域にある諸特異現象を略満足な所に落っかせ

得るゃうである。このことは地電位分布の此程度の観測が全く無意義でない事を寅誼する

ものであると云はねばならぬ、その上更に地質製的にも判定の困難とされてゐる立野火口

瀬が侵蝕谷であるとするのが安嘗であるやう fごとの結果は望外の牧挫であらねばならぬ。

蓋火口が volcanicSinkであると云ふ見解に針する地電位的解答は現在の材料丈では不充

分である。要するに火山構造弱線と稽せらるる部分に於L、ては地電位分布に異常を示す事

は賓澄せられすこと云ふてどろしいゃうである。
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